
JP 2013-530015 A5 2013.10.3

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年10月3日(2013.10.3)

【公表番号】特表2013-530015(P2013-530015A)
【公表日】平成25年7月25日(2013.7.25)
【年通号数】公開・登録公報2013-040
【出願番号】特願2013-518494(P2013-518494)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｎ   1/378    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｎ   1/378   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月19日(2013.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　埋め込み可能医療デバイス内のバッテリを充電するための外部デバイスであって、
　埋め込み可能医療デバイス内のバッテリを充電するための電場を発生させるように選択
的に有効にされる少なくとも１つの第１のアンテナと、
　前記埋め込み可能医療デバイス内の前記バッテリを充電するための磁場を発生させるよ
うに選択的に有効にされる少なくとも１つの第２のアンテナと、
　前記磁場を発生させるように前記第２のアンテナを有効にし、前記埋め込み可能医療デ
バイスから、前記埋め込み可能医療デバイスが前記磁場を受けていることを示すデータを
受信するように構成された制御回路と、
　を含み、
　前記データを受信している場合に、前記制御回路は、前記磁場を発生させるように前記
第２のアンテナを有効にし続けるように構成され、
　前記データを受信していない場合に、前記制御回路は、前記第２のアンテナを無効にし
て、前記電場を発生させるように前記第１のアンテナを有効にするように構成されている
ことを特徴とする外部デバイス。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの第１のアンテナは、４分の１波長モノポールアンテナ又は半波長
ダイポールアンテナを含むことを特徴とする請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの第１のアンテナは、ワイヤ、パッチ、又はスロットアンテナを含
むことを特徴とする請求項１に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの第２のアンテナは、コイルを含むことを特徴とする請求項１に記
載のデバイス。
【請求項５】
　前記電場は、第１の周波数を含み、前記磁場は、該第１の周波数よりも低い第２の周波
数を含むことを特徴とする請求項１に記載のデバイス。
【請求項６】
　外部デバイスが、床又は壁上に位置決め可能であることを特徴とする請求項１に記載の
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デバイス。
【請求項７】
　前記電場は、データによって変調されないことを特徴とする請求項１に記載のデバイス
。
【請求項８】
　前記第１のアンテナに結合可能な第１の復調回路と、前記第２のアンテナに結合可能な
第２の復調回路とを更に含むことを特徴とする請求項１に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記第１及び第２のアンテナのいずれか又は両方に結合可能な復調回路を更に含むこと
を特徴とする請求項１に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記電場又は磁場のいずれかの発生中に前記埋め込み可能医療デバイスから送信された
前記充電情報を受信するための第３のアンテナを更に含むことを特徴とする請求項１に記
載のデバイス。
【請求項１１】
　前記第１及び第２のアンテナの一方のみが一度に有効にされることを特徴とする請求項
１に記載のデバイス。
【請求項１２】
　バッテリと、
　前記バッテリを充電するための電場を受信するように構成された第１のアンテナと、
　前記バッテリを充電するための磁場を受信するように構成された第２のアンテナと、
　前記電場及び前記磁場のいずれか又は両方がそれぞれ前記第１又は第２のアンテナで受
信されたか否かを判断し、かつ該電場又は該磁場のいずれかによる前記バッテリの充電を
有効にする少なくとも１つの制御信号を出すためのマイクロコントローラと、
　を含むことを特徴とする埋め込み可能医療デバイス。
【請求項１３】
　第１のＤＣ電圧を生成するために前記第１のアンテナに結合された第１の整流器と、第
２のＤＣ電圧を生成するために前記第２のアンテナに結合された第２の整流器とを更に含
むことを特徴とする請求項１２に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記マイクロコントローラは、第１及び第２のＤＣ電圧を用いて前記電場及び前記磁場
のいずれか又は両方がそれぞれ前記第１又は第２のアンテナで受信されたか否かを判断す
ることを特徴とする請求項１３に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの制御信号に応答して前記第１のＤＣ電圧又は前記第２のＤＣ電圧
のいずれかを前記バッテリを充電するための電源として選択する充電回路を更に含むこと
を特徴とする請求項１３に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの制御信号は、埋め込み可能医療デバイスから充電情報を送信する
ための送信機を有効にすることを特徴とする請求項１２に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記送信機は、前記第１又は第２のアンテナのいずれかから前記充電情報を送信するこ
とを特徴とする請求項１６に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記充電情報は、前記バッテリの電圧を含むことを特徴とする請求項１２に記載のデバ
イス。
【請求項１９】
　前記第１のアンテナは、患者の組織に刺激を与えるために電極に結合された電極リード
を含むことを特徴とする請求項１２に記載のデバイス。
【請求項２０】
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　バッテリ、
　前記バッテリを充電するための電場を受信するための第１のアンテナ、及び
　前記バッテリを充電するための磁場を受信するための第２のアンテナ、
　を含む埋め込み可能医療デバイスと、
　前記バッテリを充電するための前記電場を発生させるための第３のアンテナ、及び
　前記バッテリを充電するための前記磁場を発生させるための第４のアンテナ、
　を含む外部デバイスと、
　を含むことを特徴とする埋め込み可能医療デバイスシステム。
【請求項２１】
　前記バッテリを充電するために前記第２のアンテナで受信される磁場を発生させるため
の第５のアンテナを含み、前記外部デバイスとは別である外部充電器を更に含むことを特
徴とする請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記第１のアンテナとデータを通信するための第６のアンテナを含み、前記外部デバイ
スとは別である外部コントローラを更に含むことを特徴とする請求項２０に記載のシステ
ム。
【請求項２３】
　前記第２及び第４のアンテナは、コイルを含むことを特徴とする請求項２０に記載のシ
ステム。
【請求項２４】
　前記第１及び第３のアンテナは、４分の１波長アンテナ又は半波長アンテナを含むこと
を特徴とする請求項２３に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記第３又は第４のアンテナの一方のみが、一度にそれらのそれぞれの場を発生させる
ことを特徴とする請求項２０に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記第３のアンテナは、前記埋め込み可能医療デバイスがある一定の距離よりも大きく
離れた時に前記電場を発生させ、
　前記第４のアンテナは、前記埋め込み可能医療デバイスが前記距離よりも小さく離れた
時に前記磁場を発生させる、
　ことを特徴とする請求項２５に記載のシステム。
【請求項２７】
　外部デバイスを用いて埋め込み可能医療デバイス内のバッテリを充電する方法であって
、
　埋め込み可能医療デバイス内のバッテリを磁場を用いて外部デバイスによって充電する
ことができるか否かを該外部デバイスにおいて電子的に判断する段階と、
　前記埋め込み可能医療デバイス内の前記バッテリを磁場を用いて前記外部デバイスによ
って充電することができる場合に、該バッテリを充電するために該外部デバイスにおいて
磁場を自動的に発生させる段階と、
　前記埋め込み可能医療デバイス内の前記バッテリを磁場を用いて前記外部デバイスによ
って充電することができない場合に、該バッテリを充電するために該外部デバイスにおい
て電場を自動的に発生させる段階と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２８】
　前記外部デバイスは、前記埋め込み可能医療デバイスから受信したデータに従って該埋
め込み可能医療デバイス内の前記バッテリを前記磁場によって充電することができるか否
かを判断することを特徴とする請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記データは、前記バッテリの電圧、又は前記外部デバイスと前記埋め込み可能医療デ
バイスの間の結合を示すデータを含むことを特徴とする請求項２８に記載の方法。
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【請求項３０】
　前記電場及び磁場は、前記外部デバイス内の別々のアンテナを用いて発生されることを
特徴とする請求項２７に記載の方法。
【請求項３１】
　前記電場は、第１の周波数を含み、
　前記磁場は、前記第１の周波数よりも低い第２の周波数を含む、
　ことを特徴とする請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　外部デバイスを用いて埋め込み可能医療デバイス内のバッテリを充電する方法であって
、
　（ａ）外部デバイスにおいて磁場を発生させる段階と、
　（ｂ）埋め込み可能医療デバイスが前記磁場を受信しているか否かを前記外部デバイス
において判断する段階と、
　（ｃ）前記埋め込み可能医療デバイスが前記磁場を受信している場合に、バッテリを充
電するために前記外部デバイスにおいて該磁場を発生させ続ける段階と、
　（ｄ）前記埋め込み可能医療デバイスが前記磁場を受信していない場合に、前記バッテ
リを充電するために前記外部充電器において電場を発生させる段階と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項３３】
　（ｅ）段階（ｄ）において前記外部デバイスが電場を発生させている場合に、該電場の
該発生を周期的に中止して該外部デバイスにおいて磁場を発生させる段階と、
　（ｆ）段階（ｂ）から段階（ｅ）を繰り返す段階と、
　を更に含むことを特徴とする請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記電場及び磁場は、前記外部デバイス内の別々のアンテナを用いて発生されることを
特徴とする請求項３２に記載の方法。
【請求項３５】
　前記電場は、第１の周波数を含み、
　前記磁場は、前記第１の周波数よりも低い第２の周波数を含む、
　ことを特徴とする請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　段階（ａ）は、前記外部デバイスが通電された時に自動的に発生することを特徴とする
請求項３２に記載の方法。
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